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学校関係者評価を受けてのまとめ

「主体的な学び」への取組と児童の成長が肯定的に受け止められたことをうれしく思う。今後は、「主体的な学び」「諦めずに取り組む姿」をより確かな学力へつなげるため、今年度の成果を生かしつつ、さらなる授業改善を推進していく必要があ
る。「もくせいタイム」による自分を見つめ直すことの習慣化が、将来の強みにつながる取組として評価していただいた。保護者の周知を深めるために、子どもたちの自分を見つめ直す活動を可視化し、共有していきたい。
「自分の学級がルールを守り、協力する雰囲気がある」については、児童87％・保護者87％だった。言い換えると、約10％の否定的に捉えている現実をふまえると今後も、継続して「ルールを守る」「協力する雰囲気」を意識しつつ「自分も相手も大
切にし、進んで行動できる子」を育てていく必要がある。「めあてをもって運動し、やりぬく雰囲気」「健康意識の高まり」の評価が高い。今後は、運動に対して苦手な子へのきめ細かな支援や、個に応じた目標設定、運動機会の確保をしながら、体
力向上に向けた生活習慣の啓発を継続していく必要がある。
　子ども、保護者、教職員、地域の方との高い信頼関係を今後も活動の基盤にしていきたい。そのために、ホームページやコドモン等の活用による迅速な情報共有をしていきたい。
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保護者は、学校で目指そうとしている子どもの姿や
教育内容について知っているか。 Ａ

〇学校が「目指す子供の姿」や「教育内容」の認知度は、昨年度の82％から87％へと向上した。これは、コド
モンで「学校だより」「学年だより」の配信や、ホームページで「学校日誌」の積極的な更新により、保護
者・地域の教育活動に対する関心が高まった成果であるといえる。

※今後は、学校での教育活動を保護者や地域へ情報発信を続けるとともに、参画意識を高めていくため、ＣＳ
Ｃと連携して協力を呼び掛けていきたい。

〇「先生は子供のことを理解して指導に当たっている」の項目では、昨年度（91％）を上回る95％という高い
評価を保護者から得た。教師が深い子供理解のもと、ガードレール的な存在として子供に接し、成長を支えて
いく意識が全職員に浸透した結果、保護者にも実際の姿として評価された結果といえる。

※引き続き、保護者・地域の皆様の信頼を得られるよう、子供たちを深く多面的に理解し、学校と保護者が連
携しながら成長を支えていけるよう、教育活動を推進していきたい。

〇児童、保護者、教職員の信頼関係が良好な上、向上しているように
感じる。
〇子どもたちの自主性を促す一つに放課後等に忘れ物を学校に取りに
行くことを遠慮するよう保護者に伝えた事は、注意深く準備や支度を
するような契機となったので、非常によいことだと思う。
〇教師の児童への愛情がしっかり伝わっていることを感じ、いい環境
だと感じる。
〇コドモン配信やホームページの発信をしていくことは、学校の取組
を知ってもらうために、とてもよいことである。まだ、登録をされて
いない地域の方などに、今後どのように伝えていくかを考えなければ
ならない。
〇コドモンを活用して引き続き、保護者との情報共有・連携をお願い
したい。

先生は、子どものことを理解して、指導にあたって
いるか。 Ａ
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たくましい心と体つくり

・体育科授業や体育的行
事を通してめあてをもた
せ、振り返り、子どもの
成長を促す

子どもたちは、めあてを
もって運動し、最後まで
やりぬくことができた
か。

Ａ

〇自分で目標を決め、最後まで諦めずに取り組む姿勢について、児童の評価は92％に達した。体育の授業や各
種行事（運動会、持久走・長縄記録会）において、「できた」という達成感を積み重ねたことが、粘り強い態
度へとつながったと考えることができる。保護者からも体育行事に対して「子供の成長が見えた」「とても演
技がよかった」などと多くの声をいただいており、学校全体で最後までやりぬこうという雰囲気が高まってい
る。

※今後は、運動が苦手な児童も自分なりの目標を見出し、達成感を味わえるような指導や個に応じた支援を一
層充実させていく必要がある。

〇「自分の心と体に関心をもち、健康に生活できているか」は、児童93％、保護者88％と、目標（85％）を大
きく上回った。養護教諭による視覚的な「健康安全の日」の指導や、自分の感情を可視化する「心の天気」の
導入が、身近な健康と安全や心身の健康を自分事として捉えることができていたと考えられる。

※今後は、この意識を日常生活でも継続できるよう、学級担任と連携して健康安全の日の後も継続的に指導し
たり、保健委員会との連携を強め、児童が主体的に取り組んだりすることのできる活動を推進していきたい。

〇大人でも難しい粘り強さを学校全体で得られていることはすごいこ
とだと感じる。
〇運動が苦手な児童に対しては目標を持たせ、向上心と達成感が味わ
えるように指導していってほしい。
〇運動会の種目や持久走等、順位を明確につけて競争心をつけさせる
のも一つの手ではないかと思う。
〇スポーツに関して、子どもたちの運動する場や遊び等の屋外での活
動の減少により、以前より能力が低くなっているような気がする。
〇雨天時等の保護者の車での送迎が目立つ。

健康管理の意識向上

・「健康・安全の日」を
活用した呼び掛け

子どもたちは、自分の心
と体に関心をもち、健康
に生活できたか。

Ａ
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自分を見つめる。
・子どもが自分をみつ
め、振り返るための「も
くせいタイム」「キャリ
アパスポート」「ほめほ
めチャレンジ」

子どもたちは、今の自分
の振り返り、自分を見つ
め直すことができる。

Ａ

〇「自分を見つめ直すことができている」という項目では、児童の90％が肯定的に回答し、目標（85％）を大
きく上回った。これは、本読みカードでの目標設定に加え、２週間に１回、金曜朝に「もくせいタイム」とし
て振り返る時間を確保したことで、「自分を見つめ直すこと」の習慣が定着した成果である。
一方、保護者の評価は72％に留まり、前期（76％）を下回る結果となった。これは、学校での取組や意図が家
庭に十分に伝わっていないことが要因と考えられる。

※今後は、本読みカードの「振り返り欄」のねらいや目指す子供の姿を保護者へ積極的に伝え、働きかけるこ
とで、保護者にも子供の様子・心の状態に対する関心が高まるようにしていきたい。

〇「自分の学級がルールを守り、協力する雰囲気がある」については、児童87％・保護者87％・教員96％の全
対象で目標（85％）を超え、肯定的な高い評価を維持している。特に保護者から87％の高い評価を得られたこ
とは、学校の指導のみならず、家庭・地域における温かい見守りと連携からこのような評価につながっている
ことが考えられる。

※今後も、この良好な家庭や地域との連携の状態を維持し、子供同士が互いのよさを認め合えることを称揚し
ていきたい。

〇２週間に１回「もくせいタイム」を設けて自分を見つめ直すことは
大切だと思う。
〇自分を見つめ直すことが小学校の段階からできたら、将来の強みと
なる。
〇コドモンやホームページを活用して保護者に活動の様子や成果を情
報提供したらよいと思う。
〇地域としても、子どもたちの見守り活動を継続し一緒になって成長
に携わっていきたい。

友達を見つめ、互いのよ
さを認め合う。

・子どもの自己肯定感を
高めるための「いいとこ
見つけ」
※「自ら学ぶたくましい
子」につながるポイント
を例示。

自分の学級がルールを守
り、協力する雰囲気があ
るか

Ａ
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主体的に学ぶ子

・子どもが具体的な目標
を設定し、学習の仕方を
選択・決定し、課題解
決。
・友達と交流したり自分
の学びを振り返ったりし
て、学びを調整。
※意図的に単元構想に位
置付け、活動時間と環境
を保証。

自分から進んで授業に取
り組んでいますか Ａ

〇「自分から進んで授業に取り組んでいる」との回答が児童90％、保護者84％に達した。これは、児童が教師
や友達に聞いたり、自分で調べたりして解決しようとする「主体的な学び」が授業内に定着している証拠であ
る。
また、「諦めずに取り組む姿」についても児童の92％、保護者の86％が肯定的に捉えており、授業に対しての
意欲が育っていることが伺える。これらの成果は、静岡県総合教育センターとの３年間にわたる共同研修を通
じ、研究主題である「主体的に学ぶ子の育成」を全教職員で追求してきた結果だと考えることができる。

※今後は、これまでの成果をさらに深めていくため、以下の２点を軸とした授業改善を継続する。「習った学
習内容を使って考えたり、自分の考えを説明したりする」「友達と交流したり、学びを振り返ったりして自分
の考えを深める」である。研修の成果を生かしつつ、青城小学校の授業をより改善できるようにしていきた
い。

〇「主体的な学び」が児童や保護者両者に感じられ、学校の指導が適
切に実施されていることがわかる。
〇家庭での学習の量は少し増やしてもよいのではないか。
〇青城小の子どもたちに頑張る力が身についていることを感じる。

授業では、諦めずに取り
組んでいますか Ａ


